














1.目的 

分娩監視装置による連続モリタリングが産科臨床において,日常のルーチンワークとなっ

てきた。しかし,胎児心拍数(FHR)曲線と陣痛(UC)曲線図の関係から,胎児の予備能 fetal 

distress などを判断するには,熟練した医師のパターン認識力を必要とするし,また常時

医師が監視装置の近くにいることは不可能に近い。そこで FHRと UC の関係を定量的に解析

してパターン認識のアルゴリズムを開発して,臨床に応用することを研究目的とした。特に

最近高性能なマイクロプロセッサが安価に提供されているので,これを用いたコンパクト

な自動解析装置を開発できれば,どの施設でも使用可能なため,その応用範囲は広くハイリ

スク妊娠の管理や分娩監視に極めて有用である。 


